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敬

老

の

日

聖
母
園
児
が
お
祝
い
に

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
。

全
国
各
地
で
お
祝
い
の
催
し
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
水
巻
町
内
で
も
、
各
地

区
で
区
長
さ
ん
を
中
心
に
、
婦
人
会
、

同
好
会
な
ど
の
か
た
が
た
の
お
世
話
で

お
祝
い
の
催
し
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
頃
末
で
は
、
南
・
北
地
区
合
同

で
、
町
民
会
館
で
行
な
わ
れ
、
伊
藤
町

長
を
は
じ
め
、
各
来
賓
者
が
お
祝
い
に

か
け
つ
け
ま
し
た
。

ま
た
、
聖
母
幼
稚
園
か
ら
、
と
く
な

が
て
る
ひ
こ
君
等
代
表
六
人
が
．
お
じ

い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
い
つ

ま
で
も
お
元
気
で
〟
と
あ
い
さ
つ
を
し

園
児
一
人
一
人
が
丹
念
に
作
っ
た
色
紙

の
ネ
ッ
ク
レ
ス
と
生
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
か
け
て

も
ら
う
、
ど
の
お
と
し
よ
り
の
顔
に
も

〝
今
日
の
日
の
、
宰
せ
″
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

㌻
私
た
ち
は
、
こ
の
日
だ
け
を
〝
敬
老

の
日
″
と
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
こ

と
と
し
て
、
真
剣
に
老
後
閉
域
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。町の人口

8月末現在（）は昨年比

人　口　　26，384（＋707）

男　　12，859（十405）

女　　13，525（＋302）

附樽数　　8，049（＋273）

町の面積　　10．82短2

交通共済（1日1円共済）の切替、新規受付中です－役場住民係
地区婦人会でも勧誘に廻っていますので、ご利用ください。
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投票日10月7日

一
票
を
国
政
に
生
か
し
ま
し
ょ
う

院　議　員　総　選　挙
呵所裁　判　官　国　民　審　査

投
　
票
　
所
　
地
　
区

投
票
時
間
　
午
前
7
時
～
午
後
6
時

第
3
投
票
所
会
場
変
更

水
巻
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
前

回
ま
で
使
用
し
て
い
た
第
3
投
票
所
の

会
場
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

富
田
三
公
民
館
－
身
体
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
旧
南
中
学
校
跡
地
）

今
回
の
選
挙
で

投
票
で
き
る
人

㊥
年
令

昭
和
3
4
年
9
月
2
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

㊥
住
所

昭
和
5
4
年
6
月
1
日
ま
で
に
水
巻
町

に
転
入
届
を
し
、
そ
の
後
引
続
き
住

民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

※
な
お
、
6
月
2
日
以
降
任
所
を
変
更

さ
れ
た
か
た
は
、
前
住
所
地
に
お
い

て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

※
9
月
1
1
日
以
降
に
町
内
転
居
さ
れ
た

か
た
は
、
転
居
前
の
住
所
（
投
票
所

）
で
投
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

不
　
在
　
者
　
投
　
票

投
票
日
に
旅
行
や
入
院
で
不
在
な
と
き
は

投
票
日
に
旅
行
や
入
院
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

投
票
は
、
選
挙
日
当
日
に
投
票
所
で

投
票
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
例
外
と

し
て
次
の
よ
う
な
か
た
は
、
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
投
票
日
に
水
巻
町
外
で
職
務
ま
た
は

業
務
に
従
事
す
る
人

⑧
投
票
日
に
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た

は
事
故
で
町
外
に
旅
行
中
、
滞
在
中

な
ど
の
人

㊥
疾
病
、
負
傷
、
老
衰
、
妊
娠
、
不
具

産
棺
の
た
め
歩
行
で
き
な
い
人
ま
た

は
指
定
さ
れ
た
病
院
な
ど
に
入
院
中

な
ど
の
人

④
交
通
甜
難
な
島
な
ど
に
滞
在
中
か
職

務
に
従
事
中
の
人

不
在
者
投
票
の
期
間
及
び
場
所

。

昭

和

5

4

年

9

月

1

7

日

7

1

0

月

6

日

毎
日
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
（
日
祭

日
も
で
き
ま
す
）

。
受
付
は
役
場
選
挙
管
理
委
員
会
（
東

別
館
第
1
会
議
室
）

◎
印
鑑
を
も
っ
て
く
る
こ
と

投
票
所
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

衆議院は9月7日解散されました。今回の総選挙は、

私たちの一票を政治に反映させるたいせつな選挙です、

一人の棄権もないよう投票しましょう。
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票 栗 菓 画 麗 スｌヾ
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所 ．
区

猪
熊

高
松

空 町 裾 町
祉 身

オ 講 伊
左 捜

小
学
校

団
地
集

保
民

Ａ

セ 体

ン 障
保 座

小
票

講
堂

会
所

・育

所

．コミ

館

夕 害
Ｊ者

育

所

学
掌 櫻

所

樋 梅 古 社 頃 地 吉 瀬 含 下 住 立
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口
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熊 墜 み 輿 団 入 こ み
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嘩
ｌ1．1
人

些 ま 蝉 典 こ ほ

お
か

ム
梅

Ｌｊ 台 、　ユ 、
団
Ｉ

輿 些 虻1 社 ｌ地
宅 タ　 、

．の 也 ノ
木
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ノ 、り 二二

ム 団
地

口
川
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投
票
所
入
場
券
は
、
ハ
ガ
キ
で
各
家

庭
に
郵
送
し
ま
す
。
一
枚
の
ハ
ガ
キ
に

同
居
の
有
権
者
を
四
人
ま
で
記
入
し
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
投
票
所
に
行
く

時
は
、
必
ず
切
取
線
に
そ
っ
て
自
分
の

入
場
券
だ
け
を
切
り
取
っ
て
持
参
く
だ

さ
い
。投

票
の
資
格
が
あ
っ
て
投
票
日
三
日

投
票
は
候
補
者

前
ま
で
に
投
票
所
入
場
券
が
届
か
な
い

と
き
は
、
役
場
内
選
挙
管
理
委
員
会
（

禽
2
0
1
・
4
3
2
ユ
）
に
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
投
棄
所
入
場
券
を
な
く
し
た

か
た
も
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
当

日
に
印
鑑
持
参
の
う
え
、
投
票
所
で
庶

務
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

の

氏
名
だ
け
を
は
っ
き
り
と

投
票
は
、
候
補
者
の
氏
名
だ
け
を
正

し
く
、
は
っ
き
り
と
。
せ
っ
か
く
時
間

を
さ
い
て
投
票
し
た
の
に
無
効
票
に
な

っ
た
ら
「
骨
お
り
損
」
だ
け
で
な
く
棄

権
と
同
じ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

候
補
者
の
氏
名
以
外
の
こ
と
を
書
く

Ｊ

と
無
効
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票

身
体
が
わ
ろ
く
て
字
が
書
け
な
い
人

文
盲
で
字
が
書
け
な
い
人
、
百
人
で
点

棄権を　しないで全員投票し　ま　し　ょ　う
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衆　議
最　高　裁

字
器
を
使
え
な
い
人
の
た
め
に
代
理
投

票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

投
票
所
で
係
に
〝
代
理
投
票
″
と
言

い
ま
す
と
、
そ
の
人
に
代
わ
っ
て
投
票

用
紙
に
記
載
し
ま
す
。

あ
な
た
が
、
だ
れ
に
投
票
し
た
か
は

絶
対
に
秘
密
に
な
っ
て
い
ま
す
。

点
字
投
票

盲
人
の
か
た
は
、
点
字
投
票
が
で
き

ま
す
。
盲
人
の
か
た
で
点
字
が
で
き
る

か
た
は
没
頭
所
で
．
点
字
投
票
″
と
育

っ
て
く
だ
さ
い
。
点
字
器
は
投
票
所
に

用
意
し
て
い
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
の
異
動

水
巻
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
が
九

月
一
日
付
で
次
の
と
お
り
異
動
が
あ
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

辞
職
　
麻
生
喜
一
樋
　
口

全
運
動

細
剖
　
日

山、

新
任
　
船
種
雲
頭

上
二

は治政

が
　
す

た
　
で

な
　
役

あ
　
主

り
に
も
、
若
者
と
し
て
情
け
な
い
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
こ
と
は
、
家
庭
で
の
大
人
と
若

者
の
会
話
が
な
い
の
も
一
因
し
て
い
ま

す
。

ど
う
か
、
父
兄
の
か
た
か
自
分
の
子

供
だ
け
は
と
逃
げ
な
い
で
″
正
面
か
ら

子
供
た
ち
と
会
話
の
で
き
る
家
庭
づ
く

り
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
患
い

ま
す
。

今
年
も
全
国
一

斉
に
交
通
安
全
運

動
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
交
通

事
故
の
あ
と
が
た

た
な
い
の
は
、
み

な
さ
ん
も
ご
承
知

の
と
お
り
で
す
。

事
故
は
、
道
路

が
狭
い
、
革
が
多

い
道
路
標
識
が
足

り
な
い
な
ど
、
行

政
側
に
も
い
ろ
い

ろ
と
責
任
は
あ
り

ま
す
が
道
路
交
通

法
を
守
っ
て
お
れ

ば
、
ほ
と
ん
ど
の

参
政
が
な
く
な
っ

暴走族を水巻から追放

て
い
る
の
は
事
故
原
因
か
ら
み
て
も
明

ら
か
で
す
。

ど
う
か
地
目
さ
ん
、
謳
奴
を
転
こ
し
た

後
で
は
、
も
う
遅
す
ぎ
る
の
で
す
、
運

転
の
際
は
最
善
の
注
意
を
払
う
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

土
曜
日
か
ら
日
曜
日
の
深

夜
に
か
け
て
〝
暴
走
族
″
が

暴
れ
狂
い
、
全
国
各
地
で
大

惨
事
を
ね
こ
し
て
い
ま
す
。

暴
走
族
は
、
夏
休
み
期
間

中
、
一
時
な
り
を
ひ
そ
め
て

い
ま
し
た
が
、
二
学
期
が
ス

タ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
集
結

し
始
め
、
暴
走
行
為
だ
け
で

は
あ
き
た
ら
ず
鉄
パ
イ
プ
、

木
刀
、
角
材
な
ど
を
携
行
し

て
、
暴
走
族
同
志
の
縄
張
り

争
い
、
派
出
所
襲
撃
な
ど
目

に
あ
ま
る
暴
力
行
為
を
く
り

か
え
し
て
い
ま
す
。

若
者
が
、
今
の
社
会
に
不

満
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
散
さ

せ
る
場
所
が
な
い
な
ど
わ
か

ら
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
や

は
り
、
人
を
殺
傷
し
、
一
時

的
な
暴
走
行
為
を
く
り
か
え

し
、
満
足
し
て
い
る
の
は
余

酒
酔
い

運
転
は

即
取
消
し

罰則　2年以下の懲役

5万円以下の前金

点数15点のため

邸免許取消し

昨
年
、
折
尾
警
察
署
管
内
で
、
飲
酒

運
転
で
一
千
二
百
三
十
一
件
、
検
挙
さ

れ
て
い
ま
す
、
酒
酔
い
運
転
は
即
免
許

証
取
消
し
で
す
、
運
転
者
と
し
て
、
最

も
悪
質
な
飲
酒
運
転
は
、
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

交
通
法
令

講
習
会

免
許
証
を
お
持
ち
の
か
た

は
、
全
員
も
れ
な
く
受
講
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
　
1
0
月
1
9
日
　
2
2
日

午
後
7
時
～
9
時

▼
会
場
　
町
民
会
館

▼
内
容
　
講
習
・
映
画

交通共済（1日1円共済）只今切換中です…・‥役場住民係
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ス

ボ
ー
ッ
に
最
適
の
季
節

●
●
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
競
技
大
会
・
●
●

。
六
年
　
植
木
千
寿
　
新
垣
博
幸

井
上
孝
暗

。
中
学
男
子

一
位
　
平
和
彦
　
二
位
　
市
原
和
則

㊥
リ
レ
ー
の
部

一
位
　
机
Ａ
　
二
位
　
頃
末
Ａ

三
位
　
机
Ｂ

ｅ
Ｂ
組

ｌｒ

一
位
　
伊
左
座
　
二
位
　
頃
未

来
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者
の

健
康
診
断
と
知
能
テ
ス
ト

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

。
中
学
三
年

一
位
　
辰
己
　
徹
彦
（
猪
　
熊
）

二
位
　
江
島
代
志
久
（
吉
　
田
）

㊥
団
体
の
部

。
小
学
生
の
部

一
位
　
猪
熊
Ａ
　
二
位
　
吉
田
Ａ

。
中
学
生
の
部

二
田
．
吉
田
Ａ
　
二
位
　
頃
末
Ａ

バレーボール

。
少
女
の
部

一
位
　
十
亀

二
位
　
山
本

。
四
年
の
部

一
位
　
池
永

二
位
　
小
林

Ｕ
五
年
の
部

一
位
　
大
塚

典
子
（
伊
左
座
〕

恭
子
（
　
〃
　
）

和
朗
（
頃
　
末
）

商
弘
（
伊
左
座
〕

正
二
　
（
頃
　
末
）

二
位
　
原
田
健
一
郎
（
猪
　
熊
）

四
年
の
部

一
位
　
伊
左
座
ラ
イ
オ
ン
ズ

二
位
　
佐
左
座
ア
ン
ダ
ー
ス

五
年
の
部

一
位
　
伊
左
座
イ
ー
グ
ル

二
位
　
吉
田
コ
ン
ド
ル

六
年
の
部

一
位
　
伊
左
座
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

二
位
　
富
　
田

昭
和
5
5
年
4
月
に
小
学
校
入
学
予
定

者
の
健
康
診
断
と
知
能
テ
ス
ト
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
、
該
当
者
（
昭
和

4

8

年

4

月

2

日

～

昭

和

4

9

年

4

月

1

日

生
ま
れ
）
は
、
も
れ
な
く
受
け
て
く
だ

さ
い
。

㊥
日
時

。
1
0
月
5
日
（
金
曜
）
、
伊
左
座
小
学

－

校
区
、
吉
田
小
学
校
区
、
頃
末
小
学

校
区

。
1
1
月
1
5
日
（
木
曜
）
　
机
小
学
校
区

猪
熊
小
学
校
区

受
付
時
間
　
午
後
1
時
～
2
時

㊥
場
所
　
町
民
会
館

㊥
注
意
事
項

。
当
日
は
、
教
育
委
員
会
か
ら
の
通
知

。
六
年
の
部

一
位
　
永
木

二
位
　
新
洞

。
中
学
一
年

一
位
　
入
江

二
位
　
伊
東

。
中
学
二
年

一
位
　
小
柳

二
位
　
原

和
夫
（
猪
　
熊
）

孝
三
（
富
　
田
）

浩
二
　
（
伊
左
痍
）

智
延
〔
富
　
田
）

彰
一
（
伊
左
座
）

裕
之
（
吉
　
田
）

個
人
戦
は
優
勝
者
の
み
で
女
・
男
の

噸
㊥
五
十
桝
自
由
型

。
四
年
　
渡
辺
珠
美
　
遠
坂
　
裕

。
五
年
　
福
原
浩
美
　
森
田
敏
明

。
六
年
　
板
井
妃
美
　
竹
内
利
夫

㊥
五
十
刑
平
泳

・
四
年
　
大
川
広
美
　
波
佐
闇
健
彦

球野

たすけあいで

明るい社会を

・
五
年
　
福
原
浩
美

麺
恩
屈
果

．．1

頃
泰
了
も
エ
位
ｌ
恵
松

り
ソ

〝
赤
い
羽
根
〟
で
親
し
ま
れ
て
い
る

共
同
募
金
が
、
全
国
一
斉
に
、
十
月
一

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

毎
年
、
み
な
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
募
金
は
、
子
使
の
遊
び
場
、
お

と
し
よ
り
や
身
体
に
障
害
の
あ
る
か
た

な
ど
に
有
意
義
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
と

遠
諸
道
欄
力
巻
繊
表

産
ｒ
㌦
ま
す
。

の
ハ
ガ
キ
を
持
参
の
こ
と

。
校
区
日
程
で
こ
ら
れ
な
い
場
合
は
、

他
方
の
日
で
受
け
て
く
だ
さ
い

。
幼
稚
園
、
保
育
園
に
は
、
教
育
委
員

会
よ
り
そ
の
旨
を
連
絡
し
て
い
ま
す

。
体
の
不
自
由
な
児
童
と
知
恵
遅
れ
と

思
わ
れ
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
当
日

教
育
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
事
前

に
教
育
委
員
会
に
連
絡
く
だ
さ
い

ｌ
空
手
同
好
会
会
員
募
集

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
、
あ
な
た
も
空

手
で
汗
を
な
が
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
練
習
日
　
毎
週
月
・
土
曜

1

8

時

～

1

9

時

3

0

分

▼
対
　
象
　
小
学
校
一
年
生
以
上

▼
会
　
場
　
水
巻
中
学
校
体
育
館

希
望
者
は
直
接
、
練
習
日
に
会
場
の

方
へ国

際
児
童
年
っ
て

な
　
あ
　
に

子
ど
も
の
人
権
を
守
り
、
生
活
を
保

障
し
子
ど
も
た
ち
が
幸
福
に
す
こ
や
か

に
育
つ
よ
う
に
、
と
の
願
い
か
ら
一
九

五
九
年
に
国
際
連
合
の
総
会
で
「
国
際

児
童
権
利
宣
言
」
　
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
の
二
十
周
年
を
記
念
し
て
世

界
の
人
び
と
が
、
そ
の
実
現
に
大
い
に

努
力
し
よ
う
と
、
一
九
七
六
年
の
国
連

に
お
い
て
「
一
九
七
九
年
を
国
際
児
童

年
」
と
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
も
の
で

す
。

差　別　な　く　し　て　明　る　い　社　会

Ｌ

ｈ

．

Ｌ

ｌ

＼

・

・

ｒ

 

ｌ
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国
民
年
金
の
特
例
納
付
は

－
来
年
の
六
月
三
十
一
日
ま
で
ー

一
時
の
思
い
違
い
や
、
経
済
上
の
都

合
な
ど
で
、
国
民
年
金
に
当
然
加
入
す

る
は
ず
な
の
に
、
今
ま
で
加
入
し
な
か

っ
た
り
、
何
年
も
前
の
保
険
料
を
納
め

て
な
い
か
た
が
い
ま
す
。

こ
の
保
険
料
は
、
時
効
で
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
、
特
例

納
付
制
度
が
で
き
、
来
年
の
六
月
三
十

一
日
ま
で
だ
と
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
、
渾
納
保
険
料
は
一
か
月
、
四
千
円

で
す
。最

後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
、
自
分
の
年

金
が
受
給
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
、
確

認
し
て
く
だ
さ
い
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

は
役
場
年
金
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

未
納
保
険
料
金
を

社
協
が
貸
付

未
納
保
険
料
を
納
め
た
い
が
、
経
済

的
理
由
で
納
め
ら
れ
な
い
か
た
に
対
し

社
会
福
祉
協
議
会
が
次
の
と
お
り
資
金

を
貸
付
け
ま
す
。

▼
対
象
者
　
所
得
が
生
保
保
護
基
準
の

1
・
7
5
倍
の
低
世
帯

▼
貸
付
限
度
額
　
1
人
当
り
、
2
5
万

円
以
内

▼
監
方
法
　
跨
恒
期
恥
1
6
か
月

償
還
期
限
．
Ａ
か
年
以
内
Ｊ
・
元
利
均

等
月
賦
償
遺

▼
利
率
　
年
3
％
（
据
置
期
間
中
は
無

利
子
）

▼
申
込
み
　
5
5
年
4
月
3
1
日
ま
で
に
町

社
会
福
祉
協
議
会
で
随
時
受
付
け
ま

す
。

ヽ

ｉ

‘

ュ

▼

°

ｌ

ｌ

ｌ

°

▲

▼

一

°

‘

水
巻
町
職
員
募
集

遺
族
救
護
法
改
正
で
救
済
拡
大

あ
な
た
は
該
当
し
て
い
ま
せ
ん
か

▼
採
用
人
員
　
給
食
調
理
員
…
2
名

▼
受
験
資
格

。
昭
和
1
9
年
1
2
月
2
日
～
昭
和
2
9
年

1
2
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
子

で
体
力
に
自
信
の
あ
る
人

。
日
本
国
蹄
を
有
し
、
地
方
公
務
法

第
1
6
条
に
該
当
し
な
い
人

▼
申
込
み

1
0
月
4
日
～
1
0
月
1
6
日
ま
で
役
場

人
事
係
ま
で

▼
第
一
次
試
験
　
1
0
月
2
1
日

あ
と
は
各
自
に
通
知
し
ま
す

五
月
八
日
に
公
布
さ
れ
た
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
援
護
法
の
一
部
改
正
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

ょ
，
つ
0

㊥
再
婚
解
消
姜
制
度
に
係
る
範
囲
の
拡

大死
亡
し
た
軍
人
な
ど
の
死
亡
当
時
の

ｔ

配
偶
者
な
ど
で
、
闘
和
2
1
年
2
月
ｌ
日

か
ら
昭
和
2
7
年
4
月
2
9
日
の
間
に
再
婚

し
、
昭
和
2
8
年
7
月
3
1
日
ま
で
に
再
婚

解
消
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
、
離
婚
（

生
別
）
に
あ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
融
和

4
0
年
以
後
、
死
別
に
よ
る
も
の
に
あ
っ

て
は
昭
和
4
2
年
以
後
の
法
改
正
に
よ
り

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
と
さ
れ
た
人
に
対

し
て
、
昭
和
5
4
年
1
0
月
1
日
か
ら
遺
族 年

金
が
支
給
き
れ
ま
す
。

㊥
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

弔
慰
金
の
支
給
対
象
範
囲
の
拡
大

昭
和
5
0
年
4
月
1
日
以
後
、
昭
和
5
4

年
3
月
3
1
日
ま
で
に
公
務
扶
助
料
な
ど

の
受
給
権
を
失
っ
た
戦
没
者
な
ど
の
遺

族
に
も
年
償
還
の
国
債
1
2
万
円
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

㊥
戦
没
者
な
ど
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
の
支
給
対
象
範
囲
の
拡
大
お
よ

び
継
続

昭
和
4
8
年
4
月
2
日
以
後
、
昭
和
5
4

年
4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
な
ど
の

妾
と
な
っ
た
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
民
生
係
ま

で
。

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行

政
事
務
組
合
職
え
募
集

㊥
募
集
内
容

。
勤
務
先
－
養
護
老
人
ホ
ー
ム
静
光
園

工
陥
　
ｌ
種
－
事
務
員
・
栄
養
士
・
調
理

員
各
1
名

㊥
受
験
資
格

。
昭
和
2
9
年
1
1
月
1
日
か
ら
昭
和
3
6
年

1
0
月
3
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
受

験
で
き
ま
せ
ん

①
日
本
国
蹄
を
有
し
な
い
者

㊥
地
方
公
務
員
法
第
1
6
条
に
該
当
す

る
者

㊥
試
験

①
日
時
　
1
0
月
1
8
日
（
木
曜
日
）

狂犬病予防注射

育犬登録のお知らせ

町では、昭和54年度畜犬登録第

2回（秋期）狂犬病予防注射を次

のとおり実施します、犬を飼って

いるかたは、もよりの場所でもれ

なく受けてください。

ト料金　萱録料　2000円

注射代1000円

ト日時と実施場所

010月15日（月曜）

午前　古賀区社宅管理事務所

午後　机公民館

010月16日（火曜）

午前　樋口公民館

年後　猪熊町住公民館

・10月17日（水曜）

午前　下二町住公民館

午後　二公民館

010月18日（木曜）

午前　吉田三公民館

年後　富田二公民館

。10月19日（金曜）

午後　町民会館

時間は　午前10時－11時30分

午後1時一2時30分

この日程にもれたかたは、11月

6日（火曜）年後1時～3時に町

民会館で行います。

㊥
場
所
　
遠
賀
町
役
場

㊥
受
付
期
間

Ｃｌ
月
8
日
か
ら
ｌ
月
1
3
日
ま
で
遠
賀

中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
庶
務

係

（

奮

0

9

3

2

9

・

2

・

3

5

8

1
）
ま
で
、
申
込
用
紙
も
同
係
に
あ

り
ま
す
の
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

不
法
電
波
を
一
掃
し

明
朗
な
受
借
を

最
近
、
日
本
国
内
で
は
免
許
に
な
ら

な
い
保
線
機
（
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
等
）

を
自
宅
あ
る
い
は
自
動
車
等
に
設
置
し

て
不
法
電
波
を
発
射
す
る
も
の
が
ふ

え
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
等
に
妨
害
を
与

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
航
空
機
、
船
舶
の
通
信
、
パ

ト
カ
ー
、
消
防
車
の
緊
急
連
絡
な
ど
人

の
生
命
に
か
か
わ
る
通
信
に
も
、
た
び

た
び
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

他
人
に
迷
惑
を
か
け
た
り
、
人
の
生

命
に
か
か
わ
る
不
法
電
波
の
発
射
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
受
信
に
際
し
障

害
が
あ
っ
た
と
き
は
、
九
州
電
波
障
害

妨
止
協
満
会
（
曾
0
9
6
3
・
5
3
・

0
5
1
1
）
ま
た
は
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
放
送
局
内
の
県
協
議
会
ま
で
。

年　金　の　知　識　は　あ　な　た　の　財　産　で　す

…
　
Ｈ
ｒ
　
血
判
　
　
相
川
Ｈ
ｒ
ｌ
“
ｍ
ｌ
ｌ
∫
－
－
川

肝
肝
臥
鵜
瑚
執
詠
臥
聞
許
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小
児
マ
ヒ
予
防

生
ワ
ク
チ
ン
投
与

▼
対
象
児
　
生
後
3
か
月
～
1
8
か
月
の

乳
幼
児
で
、
ま
だ
一
度
も
服
用
し
て

な
い
子
供
及
び
一
回
だ
け
し
か
服
用

し
て
な
い
子
供
（
生
ワ
ク
チ
ン
は
2

回
の
ん
で
完
了
で
す
）

▼
日
時
　
1
0
月
9
日
（
火
曜
）

午
後
2
時
～
3
時

▼
場
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

▼
注
意
事
項

。
問
診
票
を
前
日
ま
で
に
役
場
衛
生
係

に
と
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

。
問
診
票
に
捺
印
の
な
い
も
の
は
受
付

け
ま
せ
ん
。

。
母
子
手
帳
持
参
の
こ
と
。

。
当
日
の
朝
、
体
温
を
計
る
こ
と
。

▼
次
に
該
当
す
る
子
供
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

㊥
熱
が
あ
る
㊥
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
⑧
一

年
以
内
に
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
こ
と

が
あ
る
④
下
痢
を
し
て
い
る
⑤
は
し
か

な
ど
の
予
防
注
射
を
受
け
て
一
か
月
以

上
経
過
し
て
な
い
◎
は
し
か
、
お
た
ふ

く
風
邪
、
水
痘
、
風
疹
に
か
か
っ
て
一

か
月
以
上
経
過
し
て
な
い
。

心
配
な
点
は
主
治
医
に
相
談
を

1

歳

6

か

月

検

診

▼

日

時

　

1

0

月

1

日

・

1

5

日

1

3

時

3

0

分

～

1

5

時

▼
場
所
　
役
場
西
別
館

▼
対
象
児
　
1
8
か
月
～
2
0
か
月

母
子
手
帳
を
持
参
の
こ
と

母
子
手
帳
交
付

母
子
手
帳
の
使
い
方
及
び
妊
娠
中
の

保
健
指
導
を
い
た
し
ま
す
、
必
ず
1
0
時

ま
で
会
場
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
1
0
月
1
日
・
1
5
日

▼
場
所
　
役
場
西
別
館

印
銘
を
持
参
く
だ
さ
い
。

交
通
止
…
水
巻
駅
槙
踏
切

水
巻
駅
横
の
鹿
児
島
本
線
・
蹄
切
を

軌
道
補
修
工
事
の
た
め
、
9
月
2
8
日
年

後
1
0
時
か
ら
9
月
2
9
日
午
前
5
時
ま
で

全
面
通
行
止
し
ま
す
。

1
0
月
の
仙
配
ご
常
識

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に

▼
日
時
　
1
0
月
8
日
・
1
7
日
・
2
6
日

1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

▼
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

県
交
通
事
故
相
談

▼
目
時
　
1
0
月
2
日
　
1
0
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
中
闇
市
市
民
談
話
室

移
動
県
政
相
談

県
で
は
、
次
の
よ
う
に
移
動
県
政
相

談
、
交
通
事
故
相
談
を
開
設
し
ま
す
。

福
祉
、
年
金
、
道
蹄
、
保
健
な
ど
県

政
一
般
に
対
す
る
意
見
、
要
望
、
苦
情

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
時
　
1
0
月
1
6
日
（
火
曜
）

1
3
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
中
闇
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
中
間
市
蓮
華
寺
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
試
験
日
　
1
1
月
1
1
日
（
日
曜
）

▼
職
者
受
付
　
1
0
月
1
8
日
～
1
9
日
、
1
0

時
～
1
6
時
、
北
九
州
市
消
防
局
ま
で

危
険
物
販
扱
者
の
保
安
購
習
会

▼

日

時

　

1

1

月

5

日

・

6

日

・

7

日

▼
場
所
　
新
日
鉄
八
幡
労
働
会
館

▼

受

付

け

　

1

0

月

2

5

日

～

2

6

日

　

1

0

時

～
1
6
時
　
北
九
州
市
消
防
局
（
市
庁

舎
3
階
）
ま
で

く
わ
し
い
こ
と
は
、
郡
消
防
本
部
予

防

課

（

禽

0

9

3

2

9

、

3

、

1

2

2

1
）
ま
で

福
岡
県
警
察
官
募
集

▼
受
験
資
格
　
昭
和
2
7
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
3
7
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
子

▼
試
験
日
　
1
0
月
お
目

▼
申
込
み
　
1
0
月
9
日
ま
で
福
岡
県
警

務
課
試
験
係
（
℡
0
9
2
、
7
4
1

2

2

3

1

）

ま

で

自
衛
官
募
集

㊥
防
衛
大
学
校
学
生
募
集

▼
資
格
　
高
卒
ま
た
は
来
春
卒
業
見
込

み
の
者
で
2
1
歳
未
満
の
健
康
な
男
子

▼
試
験
　
1
1
月
3
日
・
4
日

北
九
州
予
備
校
小
倉
校

▼
受
付
け
　
1
0
月
1
日
～
2
7
日

㊥
自
衛
官
募
集

▼
資
格
　
1
8
歳
～
2
4
歳
ま
で
の
健
康
な

男
女

▼
受
付
け
　
男
…
毎
日

女

…

1

0

月

1

日

～

2

0

日

申
込
み
　
詳
し
い
こ
と
は
役
場
住
民

係
ま
で

10月のし尿汲取予定日

1日　頃未、鯉口区、猪熊

2日　頃未、唐熊県住、鯉口、猪熊

3日ｌ猪熊

4Ｅ］唐熊県住、鯉口、御輪地、猪熊（入

柳地区）

5日　頃未（15、25区）、古賀、新生街、

鯉口、御輪地、垣添、新生街（山ノ

ロ団地）

6日　頃未（18区）、古賀、車返し、緑風

園、中央区、松栄荘

8日　松栄荘、美吉野、机、緑風臥中央

区、川場、県道筋

9日　頃未（5、12、13区）、川端通り、

県道筋、美吉野

11日　美吉野、頃宋（5、12、13区）片山、

宮尾、ヌメリ石、伊左座、立屋敷

悪日　古賀区、高松区、頃宋（6、11、14

区）、大橋、月夜待、商店街、本村、

下二

軍］頃末（6、11、14区）、二町住、下

二町住、車返し、二

15日　樋口卯月、富田団地、宮尾、御輪地、

宵ノ下社宅

16日　吉田団地、机社宅、樋口

‾17日　猪熊

18日．吉田団地

19日　二、下二、猪熊町任

お口　本村、伊左座、古賀県任

字21］みずほ団地、梅ノ木区

孝3日　みずほ団地、幼稚園通り、梅ノ木区

24日　幼稚園通り

25日　古賀区（梅ノ木団地側）

デ6°　古賀区（梅ノ木団地側）

訂こ・お　　　声Ｌ Ｌ†

香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈が

′．ありました。ご冥福をお祈り申し上げます。

河野ヌイ子殿

友麻　保彦殿

猪熊　　故河野　正借殿

苫田二　枚友原　書平殿

あ　な　た　の役場です　　電話（201）4321番
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